
PRISMA2020 特別勉強会（実務者編） 

 

今年度のガイドライン改正で、機能性表示食品の届出に用いる研究レビューについて、適切な研

究レビューの作成に関する最新版の国際指針であるPRISMA 声明（2020 年版）への準拠が盛

り込まれました。この PRISMA2020 では旧版の PRISMA2009 に比べて、研究レビューの記述に

ついて一層の透明性が求められるようになっています。 

 

当協会では、機能性表示食品の届出に従事されている方が PRISMA2020 を理解し、適切な

研究レビューの活用に資することができるよう、横浜市立大学の五十嵐先生をお招きし、これまでに

基礎編と実践編の勉強会を実施して勘所などを解説いただきました。受講者の方々からは、理解

が進んだとのお声をいただいた一方で、実際に機能性表示食品を届け出る事業者の方々が

PRISMA2020 対応の研究レビューを準備できるよう、より具体的な説明が必要とのご意見をいた

だきました。 

 

そのため、第３弾として、実務者編を少人数制（※）のワークショップの形式を含む３部構成で

下記のとおり開催します。今回の勉強会では様式Ⅴ関係の PRISMA2020 対応による具体的な

記載方法や留意点も合わせて具体事例に当たりながら詳細にご説明します。SR 作成に従事され

ておられる方々を中心にどうか奮ってご参加ください。 

 

※定員 15 名とします。なお、今回は初回となる 12 月開催回の募集案内です。（12 月 11 日

開催回のお申込は好評につき定員となり締め切りました。）１月と２月にも各１回ずつの同

様の開催を予定しています。１月と２月の勉強会については改めて募集のご案内をいたします。 

 

記 

 

【募集人数】 15 名 

【参加要件】 SR を自ら作成される業務に就かれている方（文献検索、論文内容確認、個別論

文評価、総体評価、SR 作成を実施されている方）。また、事前の Web 講習、課題取り組み含

めて、勉強会全体を通してご参加いただける方。 

※事前課題に使用する文献（5 報程度）について、参加者のご負担で入手していただくことになり

ますので、予めご承知おきください。 

 

【勉強会概要】 

「実務者編」の内容は以下の３部構成となります。①~③を通してご参加いただく必要がございます。 

① 事前の Web 講習： 約 2 時間 

② 課題への取り組み： Web 講習後 1～2 週間程度で別紙様式 V-11,13,14,16 を作成 

③ 課題を持ち寄りワークショップ： 終日、当協会会議室で開催 

12月11日開催回のお申込は好評につき定員となり締め切りました。 

今後の開催回の募集予定、ならびに追加開催の可能性については 

現在検討中です。近日中に協会ホームページで発表します。 



 

① 12月開催回の事前Web講習について（12月11日開催回は定員となり締め切りました。） 

事前に Web 講習（約２時間、オンデマンド配信）を受講していただきます。テキストとして、

当協会が発行する「機能性表示食品―届出資料作成の手引書―2020」のうち、機能性

の科学的根拠パートについて、PRISMA2020対応仕様に改訂した別冊編を使用してご説

明します。 

●配信期間：2023 年 11 月 27 日(月)～12 月 3 日(日) オンデマンド配信 

●題名、講師 

「機能性表示食品における PRISMA2020 対応システマティックレビューの具体 

的な方法について」（仮題） 

    当協会 機能性食品部 高妻 和哉 

 

② 提示課題への取り組みについて 

Web 講習受講後、課題としてワークショップ当日までに、指定されたテーマと採用論文を用

いて PRISMA2020 に準拠したⅤ-11,13,14,16 を作成してください。この際、文献の取り

寄せ費用はご負担ください。資料を作成しない、又は参加者が作成に関与しない場合、ワ

ークショップでの議論に対応できない可能性があります。必ず参加者が作成するようにしてくだ

さい。 

 

③ 当協会会議室でのワークショップについて 

会場に直接お越しいただき、以下の形式でワークショップに参加していただきます。その際に、

②で予め作成された別紙様式(Ⅴ)－11,13,14,16 をご持参ください。 

ワークショップでは、前半で実際の作業を通じて生じた疑問・質問へ回答し、後半でグループ

ワークを行い、PRISMA2020 の勘どころと、SR作成時の実務上のポイントをご説明します。 

 

【12 月開催回のワークショップ概要】（12 月 11 日開催回は定員となり締め切りました。） 

●日時：2023 年 12 月 11 日（月）10:00-17:00（9:30 開場） 

●場所：公益財団法人 日本健康・栄養食品協会 3 階会議室 

 〒162-0842 東京都新宿区市谷砂土原町 2-7-27 

 協会案内図：https://www.jhnfa.org/map-0.html   

●プログラム（予定） 

AM：質疑応答 

PM：グループワーク（個別試験毎のバイアス評価方法と、エビデンス総体でのバ

イアス評価方法）、勘所のまとめ 

（講師）当協会 機能性食品部 高妻 和哉 

 

◆お申し込み； こちらからお申込みください→ https://fs220.xbit.jp/q654/form23/  

※ 本勉強会は以下のアドバイザリースタッフ資格の更新単位の対象となっておりますので、  

https://www.jhnfa.org/map-0.html
https://fs220.xbit.jp/q654/form23/


 該当される方はお申込フォームに 各登録番号 を記載して下さい。  

食品保健指導士 2 単位  

NR・サプリメントアドバイザー 5 単位（NR の方は６桁の数字を記載して下さい）  

健康食品管理士 5 単位  

 

◆参 加 費 ；（当日参加・オンデマンド配信共通） 

当協会 会員・食品保健指導士 お 1 人様 50,000 円（税込） 

一般 お 1 人様 100,000 円（税込） 

 

◆お申し込み・お支払い期限；11月 17日（金）（先着順 15 名様） 

（12 月 11 日開催回のお申込は好評につき定員となり締め切りました。） 

お支払が上記期日以降になる場合、申込フォームの特記事項欄にその旨ご記入下さい。 

なお、当協会 会員以外の方への事前 Web 講習受講用 URL のご案内は、ご入金を確認し

た後になります。そのため、お支払時期によっては配信期間が短くなる可能性がございますが、そ

の場合も配信期間の延長はございませんので予めご了承下さい。 

 

◆お支払い先；  

■ゆうちょ銀行 口座番号：00140-9-64047 

＊ゆうちょ銀行の場合、通信欄に氏名をご記入ください。 

■みずほ銀行 麹町支店 普通）1574136 

口座名：公益財団法人日本健康・栄養食品協会 

ｻﾞｲ)ﾆﾎﾝｹﾝｺｳｴｲﾖｳｼﾖｸﾋﾝｷﾖｳｶｲ 

＊払込受領証等(金融機関で発行されるもの)をもって領収証に代えさせていただきます。 

＊振込手数料は貴社にてご負担をお願いします。 

＊ご入金後の返金はいたしませんのでご了承ください。 

 

◆お申し込み後の流れ； 

【①事前 Web 講習】 

お支払いを確認した後、配信開始日に受講用及びテキストダウンロード用の URL を 

メールでお送りします。 

【③当協会会議室でのワークショップ】 

当日は 9:30 から開場します。申し込み時に送られる受付メールを受付でご提示いただくか、 

受付番号・社名・お名前を受付でお知らせください。  

 

◆お問合わせ； (公財）日本健康・栄養食品協会 

機能性食品部 kinousei@jhnfa.org  TEL.03-6635-7481 

東京都新宿区市谷砂土原町 2-7-27 

以上 


